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1. 評価・検証の目的 
那覇市曙地区で展開する移動式屋台型公民館（以下、パーラー公民館という）に関わる事業につい

て、その利用者の傾向や活動を把握し、成果を明らかにすることで、今後、地域の実態に即した公

民館事業の創造的なプログラムの企画開発に資するものとする。 

「評価」「検証」の考え方 

「評価」とは？ 
①品物の価格を決めること。また、その価格。ねぶみ。 ➔予算査定、決算評価、事業仕分け 
②事物や人物の、善悪・美醜などの価値を判断して決めること。➔感想、意見、批評、満足度調査 
③ある事物や人物について、その意義・価値を認めること。 ➔啓発・啓蒙、権利擁護、政策提言 

「検証」とは？ 
 ➔実際に物事に当たって調べ、仮説などを証明すること。 

パーラー公民館の評価・検証調査 

評価 
 パーラー公民館は、地域にとって、どのような意義や価値があるのかを調べる。 

検証 
 パーラー公民館が、公民館として最も基本的で重要な「つどう・まなぶ・むすぶ」という３つの機

能をどのように果たしているのかを調べる。 
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2. 調査方法 

通常開館での利用者カード 
利用者の属性、利用時間、活動内容を把握する個票を、利用終了時に利用者が記入した。 
 

 

通常開館での管理者日報 
主・副２名の管理担当による活動状況等の記録を、管理担当者が記入した。 
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ワークショップでのアンケート調査 
パーラー公民館でのワークショップの参加を対象としたアンケート調査票を配布、回収した。 
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3. パーラー公民館の事業概要 

開設期間・開館日数 

開設期間 開設期間日数 (a)                          199 日間（4 ヶ月半） 

 開始日 2018 年 6 月  6 日 

 終了日 2018 年 12 月 22 日 

開館日 開館日数合計 (b) 21 日 

 6/6(水), 19(火), 26(火), 7/7(土),  17(火), 27(金) 

 8/7(火), 18(土), 28(火), 9/9(日), 19(水)  

 10/2(火), 10(水), 20(土), 30(火)  

 11/1(木), 11(日),21(水), 12/1(土), 12(水), 22(土)  

開館頻度 開設期間日数(a)÷開館日数合計(b) 9.5 日に 1 日の頻度 

開設期間・開館日数の前年度との比較 

 2017 年度 2018 年度 増減 

開館期間 135 日間 199 日間 ↗64日間 

開館日数 29 日 21 日 ↘8 日間 

開館頻度 4.7 日 9.5 日 ↘4.8 日 
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4. 利用者カードから見る利用者のすがた 

通常開館での利用者数・利用時間数 

利用者数（カード作成人数分・実数） 183 名 

当該年度利用者数 (a) 117 名 

曙地区（1～3 丁目）の人口 (b) 4,989 名 

曙地区（1～3 丁目）の世帯数 (c) 2,634 世帯 

人口に対する利用者の割合 (a)÷(b) 2.35 ％ 

世帯数に対する利用者の割合 (a)÷(c) 4.44 % 

利用時間数 (d)（記入時間集計・延べ数） 822 時間 

1 人当たりの平均利用時間 (d)÷(a) 7.0 時間 / 人 

利用者の属性 
  

 
 男女比は男性 4 割、女性 6 割 
 子どもたちが半数以上、高齢者 1 割 
 曙地区の在住が 6 割、曙以外は 4 割 

 
年代 

在住地 

性別 
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利用者の前年度との比較 

 2017 年度 2018 年度 変化 

当該年度利用者数 112 人 117 人 ↗ 5 人 

利用時間数 574 時間 822 時間 ↗ 248人 

一人当たりの 
平均利用時間 5.1 時間/人 7.0 時間/人 ↗ 2.9 時間 

男女比 男 37% 女 57% 男 38% 女 59% ほぼ同割合 

年代 10 代以下 49% 
70 代以上 17% 

10 代以下 56% 
70 代以上 13% 

↗ 子どもの割合 
↘ 高齢者の割合 

在住地 曙 63% 曙以外 34% 曙 59% 曙以外 36% ↘ 曙 ↗ 曙以外 

 

5. 利用者カードから見る活動の様子 

開設期間中の活動別時間数の分析 

性別 男  5.22 時間 

 女 3.80 時間 

世代 10 代以下 5.16 時間 

 20～60 代 3.95 時間 

 70 代以上 4.13 時間 

在住地 曙 5.14 時間 

 曙以外 3.06 時間 

 

利用された延べ時間の活動別の割

合 
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活動時間の前年度との比較 

 2017 年度 2018 年度 変化 

男女の比較（平均） 男 4.12 女 5.55 男 5.22 女 3.80 ↗ 男 ↘ 女 

世代の比較（平均） 
10 代以下 4.72 
20～60 代 2.95 
70 代以上 9.58 

10 代以下 5.16 
20～60 代 3.95 
70 代以上 4.13 

↗ 10 代以下 
↗ 20～60 代 
↘ 70 代以上 

活動内容の比較 
（合計） 

休憩 30 
おしゃべり 184 

遊ぶ 230 
学ぶ 73 
教える 38 
その他 19 

休憩 33 
おしゃべり 117 

遊ぶ 522 
学ぶ 37 
教える 21 
その他 92 

↗ 休憩 
↘ おしゃべり 
↗ 遊ぶ 
↘ 学ぶ 
↘ 教える 
↗ その他 

活動についてわかったこと 

 「遊ぶ」が 6 割、「休憩」「おしゃべり」「学ぶ」「教える」が 3 割 
 世代別の活動時間の平均は、高齢者が約 4 時間、子どもが約 5 時間、

20～60 代は約 4 時間 
 在住別の活動時間の平均は、曙地区が 5 時間、曙地区以外が 3 時間 
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6. ワークショップでのアンケート調査結果 

回答者の属性 
 
 

 

性別 

年代 

 

参加したワークショップ 

職業 

在住地 那覇市の公民館講座を受講した回数 
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情報入手経路 

 

ワークショップの参加者についてわかったこと 

 男女比は男性 3割で女性 4割、曙在住が 2割、石垣在住が 1割（性別・

在住地の無回答が 3 割） 
 子どもたちが 6 割、通常開館の公民館に比べて 20～60 代の割合が多

い（4 割） 
 公民館事業に初めて参加した人が 4 割 
 情報入手経路は「友人・知人」が最も多い 

 

本講座の評価（一般） 
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本講座の評価（子ども） 

 

 

パーラー公民館の評価 

 

パーラー公民館への感想や印象 
（一般の回答から） 
 地域の人たちと集まる場所が出来てうれし

い。 
 地域の活性化につながる。自分の住んで

いる島・地域が大好きになる。自分が好き

になる。自信がつく。子どもたち、人間の居

場所になっていける。 
 パーラー公民館の空間を石垣でも実施で

きるようにしたい。 
 場所をえらばず、集いをつくれるのがすば

らしいと思う。 
 おしゃれで機能的。人のぬくもりあふれる

あたたかい場 

 かわいくて情報発信（点と面のジン）すてき

です 
 新しい取り組みを常にされていて、がんば

ってほしいと思います。 
 開かれた空間で人が集るという事の可能

性は注目すべきだと思いました。 
 気軽に参加、立ち寄れる雰囲気がとてもい

いです。 
 パーラー公民館のアイデアがすごい 
 子ども達の居場所として利用していたホ

ッ！とステーションを利用し、ステキな体験

をすることができる移動式公民館！素晴ら

しいと思います。職員さんの対応もとても良

かったです。ありがとうございました。 
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（子どもの回答から） 
 ナンポ―をつくりたい 
 てぶるのこくばんにえをかける 
 てぶるがこくばん 
 こくばんにもじをかくことです。 
 てえぶるにちょーくでかいた。さいごにきて

るひとだけでわっぱひろいをした。 
 もっかいようちえんにもどってまたいきたい 
 ない 
 ちょくがたのしかったです 
 たのしかった 
 いろいろやっているからすごいと思った 

 おもしろかった 
 たのしかった 
 とても良かったったからまたきたいです。 
 いつもよりたのしくあそべるからすき 
 きたことないです。 
 たのしかったです。 
 たのしかった。 
 とても楽しかった。おもしろこともできた。 
 たのしかった。はずかしかった。 
 はじめて、チンパンジになって、はずかっ

た。 
 

本日の総合的な評価 

 

パーラー公民館で活動してみたいか 
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どんな講座に参加してみたいか 
（一般の回答から） 
 草木染、寄せ植えプランツ、ぞうり編み、か

ごづくり、映画鑑賞会、親子・子ども向け性

教育、子供向けの継続的な講座があった

らうれしい 
 ウクレレ、釣り、映画鑑賞とか 
 子どもと一緒に楽しめるモノづくりの講座 
 今まで体験したことないものが多いので、

又何かあれば・・・ 
 地域の方々の参加者を増やしたい。60 代

70 代の方々への呼び掛けが必要である 
 スタンプづくり 
 アルバムのゆんたく会、館の歌作り 
 三世代交流など楽しそう。 
 実際にハロウィンパーティーいってみて雰

囲気をみたい 
 石がきじまいっしゅうたび、キャンプ 2 日、

むじんとうにいく 
 こんどはえんそくとかにいきたいです。 
 まちづくり、消防団、防災 
 多世代交流、ゆるい、ゆんたく会 
 世代間をまぜた健康作りの講座 
 おしゃべりを楽しみながらの物づくり 

 他にどんな講座があるのか分からないので

どんなモノがあるのか知りたいデス 
 動物に関すること。音楽に関すること。 
 その他の子ども一緒に楽しめる企画があれ

ば、また参加してみたいです。 
 
（子どもの回答から） 
 べにいもたるとをつくりたい 
 ナンポ―のおかしをつくってみたい 
 ナンポ―をつくるこうざがあったらさんかし

たいです。がくどうでおべんとうをたべよう。 
 パーラーこうみんかんでていぶるにちょうく

でえをかいたのがいちばんのりゆうです。 
 えをかくんだったらいきます。 
 まつり 
 べにいもたるとをつくってみたい 
 本のけんがくをしたい 
 ベニイモたべほうだいのとき 
 花やさんのけんがくをしたい 
 いっぱいみんなであそびたいです。 
 おえかき 
 今日のリベンジがしたいです。 
 いってみたい。 
 また映画をとってみたい。

アンケートからわかったこと 

 「講座の内容」や「講師」の評価が非常に高く、「時期・時間・曜日」は相対

的に低い 

 「学ぶ」「教える」ことよりも「楽しい」「おもしろい」こと 

 親子の参加、親同士や異世代との出会いや交流の欲求 

 総合的な評価は高く、活動意欲も高い 
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7. 管理者日報からの３つの観点 

自発的な手伝い 
 18:00 までの開館だが、17:30 には皆でゴ

ミひろい、子供たち、願寿会の方、皆で片

づけ。時間はかかるが皆よろこんで手伝っ

てくれる。6/16 は 13:00 に手伝いに来ると

いう児童もいた。（6/6） 
 片づけの人数がどんどんふえている。少し

危険なので当番制にする？（6/26） 
 皆で公園まで荷物を運んでくれて、お手

伝いもたくさんしてくれてとても助かりまし

た。 

 はじめはすぐにやむと思っていた雨も一向

にやむ気配がなく、近くの駐車場に一旦

避難。材料の運搬を子どもたちが手伝っ

てくれてとても助かった。（7/27） 
 学校で遊んでいたタイガ兄弟が運び出し

や設営を手伝ってくれた。公園につくと、

パーソナルサポートセンターの照屋さんと

スタッフ２名がいて、一緒に設営してくれ

た。タイガは大人にやり方も教えていて頼

りになる。（8/7） 

サードプレイス 
 夕方 16 時すぎるといつもの小学生がどん

どんやってくる。開館日が少なくなったせ

いか、公園に来るのではなく「パーラー公

民館」を目指して来ている感じがする。

（6/26） 
 少し遅れて学校に着くと倉庫に子ども達が

「おそい！」と言いながら来た。（7/7） 
 14 時から 18 時までずっと大にぎわい。黒

板に絵を描く子、笹かざりをつくる子、虫捕

りをする子、サッカーをする子、おにごっ

こ、木登り。それぞれが楽しそうにすごして

いてよかった。（7/7） 
 開館前から願寿会の方が公園で待ってい

た。学校でやる旨を話したら、他の人たち

もこれから来ると言う。みなさんイベントの

たびに連絡をまわして参加してくれること

がとても嬉しい。（8/28） 
 16 時すぎたころから、ぞくぞくと人が増え、

40 名くらいの人が公園に集まり、遊びまく

っていた。中学生や孫をつれたおじいさ

ん、おばあさんなど、年齢層は幅広い。

（10/2） 
 6 年生のカイセイは、小さい子たちとも楽し

そうにしゃぼん玉をしたり、同学年とボール

けりをしたり。異学年で遊ぶ様子はやっぱ

りイイ。（10/10） 

ZINE の誕生と普及 
 前日作ったZINEを皆で見せ合い、さっそ

く ZINE KIOSK になっていました。

（7/17） 
 PTCA 事務の平良さんも含め、WS に参

加した人がとても WS を楽しんでいて、で

きあがった ZINE をみんな興味もってみて

くれている姿も嬉しかった。参加できなか

った方も楽しそうに見ていた。（7/17） 
 子ども園も遊びに来てくれた。先日 ZINE
のWSに参加してくれた先生が引率されて

いてうれしかった。（8/7） 
 みんなで ZINE づくり。本にしてからの方

が書きやすいようで先につくっていました。

（8/18） 

 ZINE KIOSK お披露目の会の後の

ZINE づくりは、お年寄り、こども園（ようち

えん）、部活の部員集めZINEを真剣に書

く小学生がいてとても良い感じだった。

（8/28） 
 包括の安里さんが「さぁ介護予防。」という

ZINE をつくって、みんなに配ってくれた。

ZINE にはまって自らつくっているのがス

バラシイ!!（8/28） 
 あけぼの園からお二人 ZINE を作りに来

てくれました。高齢者向けに作りやすい仕

掛けがあるといいかも。ぬり絵がいいと言っ

てました。（9/19）
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8. ZINE づくりワークショップの概要 
今年度のワークショップやイベントでは、曙地区で活動している地域団体等を顕在化させ、パーラー

公民館のバブ機能を通して地域の団体間連携を促進する（むすぶ）ことを目指した。その中で、アー

ティストやアート NPO の協力によるユニークで創造的なプログラムとして、ZINE づくりワークショップ

を行った（協力：NPO 法人アート NPO リンク）。 

企画概要 
地域の魅力や不思議を再発見し、取材を通して

地域を知る活動として ZINE づくりに取り組ん

だ。地域住民やこどもたちなどの視点でまちを紹

介し、地域の魅力を再発見することを心がけ、地

域のオルタナティブなメディアとして ZINE を位

置付けた。 

『あけぼの ZINE をつくろう』 
 実施日：2018 年 7 月 16 日 
 会場：那覇市立曙小学校ミーティングルーム 
 講師：ZING（ジング） 
 対象：こども、若者、高齢者 
 参加者数：28 名 
 アーティスト・コーディネート：アート NPO リンク 
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9. 評価と検証のまとめ 

パーラー公民館の評価 
パーラー公民館は、地域にとって、どのような意義や価値があるのか。 
 
 

 住民の「サードプレイス」の場としての価値 
自宅でも学校や職場でもない、心地の良い第三の居場所 

 「遊び」の先にある「学び」の場としての価値 
教室での学びとは異なる「自治」から生まれる学び 

 自分のメディアを作り、発信し、交流する意義 
創作意欲を掻き立てた手作り雑誌（ZINE）による情報交流 

 
 

パーラー公民館の検証 
パーラー公民館が、公民館の最も基本的で重要な機能である「つどう・まなぶ・むすぶ」の３つをどの

ように果たしていたのか。 
 
 

 子どもが安心して遊べるつどいの場、家庭や学校とは異なる人

との関わりが紡がれるつどいの場となった。地域住民の日常生

活における「サードプレイス」として機能した。 

 自発的な遊びを通して創造的なまなびの機会を作った。準備

や片付けの手伝いなどを通じた協同作業など、他者との関わり

の中で創発的なまなびの場となった。 

 世代を超えて手作り雑誌（ZINE）の創作意欲を喚起したこと

で、文字通りメディアとして住民相互の関心を喚起し、関わりを

むすぶことができた。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パーラー公民館の評価・検証調査報告書 

発行：平成 31 年 2 月 
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